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ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
11

月
上
旬
の
ア
ジ
ア
歴
訪
中
、「
イ
ン
ド

│
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
」
な
る
惹じ
ゃ
っ
く句
を
演
説

で
頻
繁
に
用
い
ま
し
た
。

「
私
は
、
地
域
の
平
和
と
繁
栄
の
為
に
、 　

言
わ
ず
も
が
な
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
ア
ジ

ア
太
平
洋
経
済
協
力
の
略
称
。
而し
か

し
て

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
」
は
、
経
済
同
友
会

代
表
幹
事
を
務
め
た
永
野
重
雄
氏
の
元

で
１
９
６
７
年
に
発
足
し
た
太
平
洋
経

済
委
員
会
が
提
起
し
た
概
念
で
す
。

　

星
霜
を
経
て
２
０
１
６
年
、「
日
本

は
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
、
ア
ジ
ア
と
ア

フ
リ
カ
の
交
わ
り
を
、
力
や
威
圧
と
無

縁
で
自
由
と
法
の
支
配
、
市
場
経
済
を

重
ん
じ
る
場
と
し
て
育
て
豊
か
に
す
る

責
任
を
担
っ
て
い
る
」
と
安
倍
晋
三
首

相
は
発
言
。
中
国
へ
の
対
抗
策
と
し
て

「
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」
を
掲
げ
ま
す
。

「
デと

り

ひ

き

ィ
ー
ル
」
が
行
動
規
範
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
も
、
拡
大
す
る
中
国
の
世
界
的

影
響
力
へ
の
抑
止
策
と
し
て
、
イ
ン
ド

の
興
隆
を
強
調
す
る
「
イ
ン
ド
│
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
」
を
打
ち
出
し
た
の
で
し
ょ

う
か
？　

否
、
残
念
な
が
ら
違
い
ま
す
。

イ
ン
ド
の
、
昨
年
度
の
国
別
輸
入
額
は

中
国
が
６
１
０
億
ド
ル
≒
６
兆
７
千
億

円
で
ト
ッ
プ
。
中
国
包
囲
網
「
自
由
と

繁
栄
の
弧
」
を
日
本
が
語
っ
て
い
た
往

時
と
は
異
な
る
の
で
す
。
況い
わ

ん
や
２
５

３
５
億
ド
ル
≒
29
兆
４
千
億
円
も
の
ビ

ジ
ネ
ス
調
印
を
中
国
か
ら
謹
呈
さ
れ
た

ア
メ
リ
カ
に
於
い
て
を
や
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
中
国
を
刺
激

し
な
い
「
デ
ィ
ー
ル
」
と
し
て
「
イ
ン

ド
│
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
」
を
歴
訪
中
に
多

用
し
、「
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」
の
換

骨
奪
胎
を
図
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
レ

ッ
ク
ス
・
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン
国
務
長
官
、

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
テ
ィ
ス
国
防
長
官
、

ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ケ
リ
ー
大
統

領
首
席
補
佐
官
の
〝
産
軍
出
身
ト
リ

オ
〞
が
差
配
す
る
ア
メ
リ
カ
政
府
の
冷

静
で
冷
徹
な
意
思
表
示
な
の
で
す
。

　

言
わ
ず
も
が
な
、
太
平
洋
・
大
西

洋
・
イ
ン
ド
洋
・
北
極
海
・
南
氷
洋
の

「
五
大
洋
」
で
地
球
の
海
域
は
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
海
、
東
シ
ナ
海
、

南
シ
ナ
海
の
類
い
は
、「
太
平
洋
」
に

包
括
さ
れ
る
一レ
イ
ヤ
ー廓
。
即
ち
、「
イ
ン
ド

│
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
地リ
ー
ジ
ョ
ン域」
と
は
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
と
同
義
語
な
の
で
す
。

　

貸
し
切
り
状
態
の
故
宮
に
足
を
踏
み

入
れ
た
ド
ナ
ル
ド
＆
メ
ラ
ニ
ア
・
ト
ラ

ン
プ
夫
妻
が
、
習
近
平
・
彭ほ
う
れ
い
え
ん

麗
媛
夫
妻

と
共
に
収
ま
っ
た
写
真
は
、
株
主
資
本

主
義
の
覇
者
と
国
家
資
本
主
義
の
覇
者

を
世
界
に
印
象
づ
け
ま
し
た
。

　

地
政
学
的
に
は
イ
ン
ド
洋
、
太
平
洋

の
何
れ
に
も
接
し
て
い
な
い
中
国
訪
問

時
に
も
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
「
イ
ン
ド

│
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
」
と
語
っ
た
の
は
、

そ
の
一
廓
の
別わ

け
て
も
南
シ
ナ
海
、
東

シ
ナ
海
は
中
国
の
主イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ

導
権
の
下
で
「
安

定
化
」
を
、
と
の
役
割
分
担
論
と
捉
え

る
べ
き
。
と
述
べ
る
や
悲
憤
慷
慨
さ
れ

る
向
き
も
居
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

　

が
、
最
近
で
は
時
流
に
逆
ら
う
意
味

で
用
い
ら
れ
る
「
流
れ
に
棹さ
お

さ
す
」
も

元
来
は
、
竿
を
使
っ
て
流
れ
を
下
る
如

く
大た
い
せ
い勢
に
従
う
表
現
。
日
本
の
み
が
唱

え
る
「
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」
に
拘
泥

せ
ず
、「
イ
ン
ド
│
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
」

の
新
レ
ジ
ー
ム
の
中
で
資
源
輸
入
国
ニ

ッ
ポ
ン
の
地
歩
を
確
保
す
べ
き
で
す
。

　

現
に
９
月
中
旬
、
首
脳
会
談
で
「
対

中
連
携
」
を
持
ち
掛
け
ら
れ
た
イ
ン
ド

の
ナ
レ
ン
ド
ラ
・
モ
デ
ィ
首
相
は
、
中

国
が
軍
事
拠
点
化
を
進
め
る
「
南
シ
ナ

海
」
の
文
言
を
共
同
声
明
の
中
に
明
記

す
る
の
を
拒
み
、「
国
際
法
の
尊
重
」

の
抽
象
的
表
現
に
留
ま
り
ま
し
た
。
外

務
、
防
衛
両
当
局
が
次
官
級
で
話
し
合

う
「
日
印
２
プ
ラ
ス
２
」
を
閣
僚
級
に

格
上
げ
す
る
提
案
も
、
Ｓ
Ｃ
Ｏ
＝
上
海

協
力
機
構
に
今
夏
加
盟
し
た
経
緯
も
あ

っ
て
か
、
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

巧
み
に
日
中
双
方
を
天
秤
に
掛
け
、

新
幹
線
建
設
費
用
の
８
割
以
上
に
当
た

る
８
８
０
０
億
ル
ピ
ー
≒
１
兆
６
千
億

円
の
円
借
款
を
年
利
０
・
１
％
、
償
還

期
間
50
年
の
好
条
件
で
日
本
に
呑
ま
せ

た
イ
ン
ド
。
流
石
は
「
ゼ
ロ
」
を
発
見

し
た
国
家
。
な
あ
ん
て
感
心
し
て
い
る

場
合
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。

ア
メ
リ
カ
が
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の

国
々
と
、
よ
り
強
固
な
絆
と
友
情
で
通

商
関
係
を
新
た
に
す
る
事
を
提
案
す

る
」。
第
29
回
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
開

催
に
先
駆
け
て
の
挨
拶
で
す
。

インド―パシフィック

★
次
号
１
月
号
の
発
行
日
は
12
月
27
日
で
す
。


